
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導の構造 

【２軸３類４層構

造】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導は、児童生徒の課題への対応を時間軸や対象、課題性の高低とい

う観点から類別することで、構造化することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 生徒指導の２軸 

(1) 常態的・先行的（プロアクティブ）生徒指導 

 日常の生徒指導を基盤とする発達支持的生徒指導と組織的・計画的な

課題未然防止教育は、積極的な先手型の常態的・先行的（プロアクティ

ブ）生徒指導と言える。 

(2) 即応的・継続的（リアクティブ）生徒指導 

   課題の予兆的段階や初期状態における指導・援助を行う課題早期発見

対応と、深刻な課題への切れ目のない指導・援助を行う困難課題対応的

生徒指導は、事後対応型の即応的・継続的（リアクティブ）生徒指導と

言える。 

２ 生徒指導の３類 

生徒指導の課題性（「高い」・「低い」）と課題への対応の種類から分類

すると、以下の３類になる。 

(1) 発達支持的生徒指導 

全ての児童生徒の発達を支える。 

(2) 課題予防的生徒指導 

全ての児童生徒を対象とした課題の未然防止教育と、課題の前兆行動

が見られる一部の児童生徒を対象とした課題の早期発見と対応を含む。 

(3) 困難課題対応的生徒指導 

深刻な課題を抱えている特定の児童生徒への指導・援助を行う。 

３ 生徒指導の４層 

２軸３類に加えて、生徒指導の対象となる児童生徒の範囲から、全ての

児童生徒を対象とした第１層「発達支持的生徒指導」と第２層「課題予防

的生徒指導：課題未然防止教育」、一部の児童生徒を対象とした第３層「課

題予防的生徒指導：課題早期発見対応」、そして、特定の生徒を対象とし

た第４層「困難課題対応的生徒指導」の４層から成る生徒指導の重層的支

援構造となる。 

  

７ 生徒指導・教育相談 

(2) 生徒指導の構造と方法 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



 

 

 

 

 

生徒指導の方法 

【集団指導と個別

指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ガイダンスとカ

ウンセリング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チーム支援によ

る組織的対応】 

１ 集団指導 

集団指導では、社会の一員としての自覚と責任、他者との協調性、集団

の目標達成に貢献する態度の育成を図る。児童生徒は役割分担の過程で、

各役割の重要性を学びながら、協調性を身に付けることができる。自らも

集団の形成者であることを自覚し、互いが支え合う社会の仕組みを理解す

るとともに、集団において、自分が大切な存在であることを実感する。指

導においては、あらゆる場面において、児童生徒が人として平等な立場で

互いに理解し信頼した上で、集団の目標に向かって励まし合いながら成長

できる集団をつくることが大切である。 

２ 個別指導 

授業など、集団で一斉に活動をしている場合において、個別の児童生徒

の状況に応じて配慮することも個別指導と捉えられる。また、集団に適応

できない場合など、課題への対応を求める場合には、集団から離れて行う

個別指導の方がより効果的に児童生徒の力を伸ばす場合も少なくない。「生

徒指導上の課題の増加、外国人児童生徒数の増加、通常の学級に在籍する

障害のある児童生徒、子供の貧困の問題等により多様化する子供たち」へ

の対応も含め、誰一人取り残さない生徒指導が求められている。さらに今

後、個の課題や家庭・学校環境に応じた、適切かつ切れ目のない生徒指導

を行うことが大切となる。 

 

人間関係で多くの児童生徒が悩みを持ち、学習面の不安だけでなく、心理

面や進路面での不安や悩みを抱えることも少なくない。そのような課題に対

しては、教職員が児童生徒や学級・ホームルームの実態に応じて、ガイダン

スという観点から、学校生活への適応やよりよい人間関係の形成、学習活動

や進路等における主体的な取組や選択及び自己の生き方等に関して、全ての

児童生徒に、組織的・計画的に情報提供や説明を行う。場合によっては、社

会性の発達を支援するプログラム（ソーシャル・スキル・トレーニングやソ

ーシャル・エモーショナル・ラーニング等）等を実施する。 

また、カウンセリングという観点からは、児童生徒一人一人の生活や人間

関係等に関する悩みや迷い等を受け止め、自己の可能性や適性についての自

覚を深めるように働きかけたり、適切な情報を提供したりしながら、児童生

徒が自らの意志と責任で選択、決定することができるようにするための相談・

助言等を個別に行う。 

 

 深刻化、多様化、低年齢化する生徒指導の諸課題を解決するためには、学

級・ホームルーム担任が一人で問題を抱え込まずに生徒指導主事等と協力し

て、機動的連携型支援チームで対応することが求められる。また、対応が難

しい場合は、生徒指導主事や教育相談コーディネーター、学年主任、養護教

諭、スクールカウンセラー（以下ＳＣ）、学び・生活アドバイザー（スクール

ソーシャルワーカー、以下ＳＳＷ）等校内の教職員が連携・協働した校内連

携型支援チームによる組織的対応が重要となる。さらに、深刻な課題は、校

外の関係機関等との連携・協働に基づくネットワーク型支援チームによる地

域の社会資源を活用した組織的対応が必要になる。 

《参考資料》 

□「生徒指導提要」（文部科学省 令和４年12月） 


